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博文は伊勢にいた藤原氏の子孫である。佐藤は左工門之

鮭という役職についた藤原氏、斎藤は伊勢神宮の斎宮と

いう役にあった者の子孫、また武藤は武者所という役に

あった藤原氏とされている。

由緒による苗字には鈴木という姓が興味深い。鈴木は

東日本に多く、西日本には殆んど見当らない。紀伊の熊

野神社は今より千年前には非常に栄え、関東、東北から

の信仰が多かったのであり、その分社を移す際に神官と

して鈴木、榎本が関東、東北に移ったわけですが、紀州

では稲穂をつみ重ねることを方言でスズキといい、これ

が姓となったのであります。本席に鈴木さんが居られゝ

ば熊野神社へお詣りするときつと御利益があると思いま

す。皆さんも自分の苗字に興味を持って頂きたい。

紋章は現在都市や会社などにも紋があるが90年前は家

紋しかなかったのであります。家紋は800年前に出来た

もので大凡3，500位の痘類がある。また日東と西洋にあ

るが支部にはありません。日本の家紋は憤物を形どって

あるが、西岸の家紋は動物である。これは民族習慣によ

るもので、西洋人は動物に濠が漂いが日東人は住居、食

物、衣類など植物に密接な現しみを持つからであろう。

先づ皇室の御紋章は菊と桐であり、近衛家は牡丹、徳

川家は葵の紋である。徳川は三河国加茂郡の桧平の出身

であるが加茂は葵祭で名高い京都の加茂神社と関係が潔

い。後に群馬県新田の徳川から出たと云って苗字だけ改

め、家紋はそのまゝになっていたのである（，仙台の伊達

は竹に雀、加賀の前田は梅、前田家は菅公の子孫といわ

れ、道真の梅を家紋とした。また当地の菅実秀も菅公の

末で家紋は梅とのことですっ明智光秀は桔梗、斎藤道三

は撫子、水野十郎左工門はオモガカ、酒井家はカタバミ

（酢疑草）である。那須与市に一丈字．島津は丸に十字

であるが大部分の家紋は植物であります。最近自分の家

紋を知らない人がいるようですが、苗字と家紋は先阻を

知る上に大切なものです。

〇一人一策　　　釣　　　　　金　井　国　之　助

先輩の詩に「一竿海に投ずまた何をか思う」という一

句がある。風味ある語と思っている。大海町に居った古

人で「春の日長のしんじよう（鮎並）釣りが何より面白

い」と云った名人があった。そして煙草を吸いながら今

釣れるか今釣れるかと見ている気特は何物にも優る楽し

みだと。この2つはいわゆる釣の醍蘭【宋の極致でもあり

風雅な趣でもあり、そして私もこのような釣りを楽しん

で見たいと思っている。

私は幼時とかく病弱で、小学校に行くまで生きて行け

るかと心配された程であったようだ。それで父は勤めか

ら帰ると、裏の小川に鮒釣りに連れて行ってくれたよう

だ。そして「暗くなったから魚も寝たよ」といわれて幅

ったということを姉から聞かされた。これが私の釣りに

病ついた第一歩であったでしょう。その後日曜のたびに

秋は枝豆や粟を食べながら加茂磯まで夜道を2、3の友

人と歩いたことが楽しかった思い出となっている。そし

てこのような釣りは戦争の頃まで続いた。併しこれは印僑

釣りたい釣りたいの釣りであって、心の忙しい釣りであ

ったと思う。

先年油戸附近に行った時、丁度渡具合もよい所があっ

たので10尺余の竿で静かに楽しんでいる所に、2人連れ

の者が来て、私の釣りに邪魔になる程近寄ってくるので

「餌さえ撒けばそちらにも魚は行くから邪魔だけはする

な」と少し大声で云ったら「あっ金井さんでしたか。似

た人とは思ったがあなたが釣りをするとは知らなかった

ので……」と云われてよく見れば、昔知った小学校の校

長さん兄弟でした。

近年は釣りも不勉強になり、又右往左往して獲物を争

う今の釣り人の問に入って釣る程の意欲も薄らいでしま

っている。近年は保養を目的に、家族の者や、友人と共

に行っている。勿論現在の人がやっている釣りをとやか

く云う気持はないが、唯自分は自分なりの釣りで楽しみ

たいのである。昔は大物を蓋い、量を争った頃もあった

併し3間余の長竿で2尺余の大鯛を釣っても、1間足ら

ずの小竿で黒子を釣っても釣りの面白さほ何も異るもの

でないような感を抱いている。文釣りの真の碇張喋はそ

の辺にあるのではないだろうか。

空の雲行きを見、波の漠校を眺めて、この岩だと思っ

て投ずる一竿に遂に何も釣れなくとも、釣りの面白さは

変らない。医師がメスを持った気薄も、彗家が肇をとる

心も亦こんなものではないだろうか。こんなことを考え

て見ると、先輩の詩の句も、大海町の古人の言葉も誠に

含蓄のある又風雅なもののように感じられるのである。

子供の頃、釣りに行く度に父から、あの岩はどの茨の

時には行くな。或いはあの岩は北風の時は危険だから行

くなと戒められ、若し誤って海に落ちた時はこのように

せよと教えられ、釣ることはその次に教えられたもので

あった。そして漁師はそれで生活する職業だから危険を

犯かしても猟をするだろうが、決して危険なことはする

なと常に注意されたことを今も思い出している。近年の

釣り人の模様を見て寧ろ海に落ちないのが不思議だ位に

案じられることがある。併しその人はそれで面白いと思

ってやっているだろうから放て悪いとは云わないが、私

は唯魚を釣り」こげることから、もう一歩前進して釣りそ

のものを楽しむ心境になりたいものと考えている。
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きしみ（鮭）、焼物（甘鯛味噌漬）、味噌汁（鮭、著荷）
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